
第４回 応用数学 I演習 

復習問題 

以下に示す微分方程式の積分因子を求め、完全形にして解け。 
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1. 以下に示す微分方程式の積分因子を求め、完全微分型にして解け。 
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dxの係数を  yxP , 、 dyの係数を ),( yxQ とす

ると 
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となり、式(1)は完全微分方程式ではない。 

そこで、積分因子
nm yx と仮定すると 
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式(2)と式(3)が等価であるためには、 

1,1  nm でなければならないため 

積分因子 
y

x
xy  1  (4) 

となり、式(1)に積分因子(4)を掛けると 

 

    02446  dyyxdxyx    (5) 

となる。 

 

式(5)の dxの係数を  yxP ,' 、 

dyの係数を ),(' yxQ とすると 

 044'' 
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PQ  

となり、式(5)は完全微分方程式である。 

 

ゆえに、式(5)を書き直すと 
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両辺を積分すると 

 Cyxyx  22 43  

となる。 

ただし、Cは積分定数とする。 
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2. 以下に示す微分方程式の積分因子を求め、完全微分型にして解け。 

 086
2

32
3 2

23


















 dyxx

y

x
dxxyx

y

x
 

                                             

 

086
2

32
3 2

23


















 dyxx

y

x
dxxyx

y

x    (1) 

dxの係数を  yxP , 、 dy の係数を ),( yxQ とす
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となり、式(1)は完全微分方程式ではない。 

そこで、積分因子
nm yx と仮定すると 
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式(2)と式(3)が等価であるためには、 

1,1  nm でなければならないため 

積分因子 
x

y
yx  1  (4) 

となり、式(1)に積分因子(4)を掛けると 

    0862323 22  dyyxyxdxyyx    (5) 

となる。 

式(5)の dxの係数を  yxP ,' 、 

dyの係数を ),(' yxQ とすると 

 06262''  yyPQ
yx

 

となり、式(5)は完全微分方程式である。 

ゆえに、式(5)を書き直すと 
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ydydyxydxyxdyydxdxx  

両辺を積分すると 

 Cyxyxyx  223 432  

となる。 

ただし、Cは積分定数とする。 
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3. 以下に示す微分方程式の積分因子を求め、完全微分型にして解け。 
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となり、式(1)は完全微分方程式ではない。 

そこで、積分因子
nm yx と仮定すると 
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式(2)と式(3)が等価であるためには、 

0,1  nm でなければならないため 

積分因子 
x
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101    (4) 

となり、式(1)に積分因子(4)を掛けると 

    04365 2  dyyxdxxy    (5) 

となる。 

式(5)の dxの係数を  yxP ,' 、 

dyの係数を ),(' yxQ とすると 
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となり、式(5)は完全微分方程式である。 

ゆえに、式(5)を書き直すと 
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両辺を積分すると 

 Cyyxx  22 235  

となる。 

ただし、Cは積分定数とする。 
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4. 以下に示す微分方程式の積分因子を求め、完全微分型にして解け。 
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となり、式(1)は完全微分方程式ではない。 
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式(2)と式(3)が等価であるためには、 

1,0  nm でなければならないため 

積分因子 
y
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110    (4) 

となり、式(1)に積分因子(4)を掛けると 
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となる。 

式(5)の dxの係数を  yxP ,' 、 

dyの係数を ),(' yxQ とすると 
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となり、式(5)は完全微分方程式である。 

ゆえに、式(5)を書き直すと 
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両辺を積分すると 

 Cyxyx  222 32  

となる。 

ただし、Cは積分定数とする。 
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5. 以下に示す微分方程式の積分因子を求め、完全微分型にして解け。 
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となり、式(1)は完全微分方程式ではない。 

そこで、積分因子
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となり、式(1)に積分因子(4)を掛けると 
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となり、式(5)は完全微分方程式である。 

ゆえに、式(5)を書き直すと 
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両辺を積分すると 

 Cyyx  3/83/224  

となる。 

ただし、Cは積分定数とする。 
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6. 以下に示す微分方程式の積分因子を求め、完全微分型にして解け。 
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となり、式(1)は完全微分方程式ではない。 

そこで、積分因子
nm yx と仮定すると 
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となる。 

式(5)の dxの係数を  yxP ,' 、 

dyの係数を ),(' yxQ とすると 

04
66

4'' 3

2

5

2

5

3  y
x

y

x

y
yPQ

yx
 

となり、式(5)は完全微分方程式である。 

ゆえに、式(5)を書き直すと 
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両辺を積分すると 
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となる。 

ただし、Cは積分定数とする。 
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7. 以下に示す微分方程式の積分因子を求め、完全微分型にして解け。 
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となり、式(1)は完全微分方程式ではない。 

そこで、積分因子
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式(5)の dxの係数を  yxP ,' 、 
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となり、式(5)は完全微分方程式である。 

ゆえに、式(5)を書き直すと 
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両辺を積分すると 
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となる。 

ただし、Cは積分定数とする。 
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【別解】 
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式(5)の dxの係数を  yxP ,' 、 
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となり、式(5)は完全微分方程式である。 

ゆえに、式(5)を書き直すと 
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両辺を積分すると 
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となる。 

ただし、Cは積分定数とする。 
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8. 以下に示す微分方程式の積分因子を求め、完全微分型にして解け。 
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となり、式(1)は完全微分方程式ではない。 

そこで、積分因子 nm yx と仮定すると 
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式(2)と式(3)が等価であるためには、 

1,2  nm でなければならないため 

積分因子 yx2  (4) 

となり、式(1)に積分因子(4)を掛けると 
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となる。 

式(5)の dxの係数を  yxP ,' 、 
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となり、式(5)は完全微分方程式である。 

ゆえに、式(5)を書き直すと 
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両辺を積分すると 

 Cyxx  3353  

となる。 

ただし、Cは積分定数とする。 
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9. 以下に示す微分方程式の積分因子を求め、完全微分型にして解け。 
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となり、式(1)は完全微分方程式ではない。 

そこで、積分因子
nm yx と仮定すると 
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式(2)と式(3)が等価であるためには、 

1,1  nm でなければならないため 
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x

y
yx  1  (4) 

となり、式(1)に積分因子(4)を掛けると 
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となり、式(5)は完全微分方程式である。 

 

ゆえに、式(5)を書き直すと 
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両辺を積分すると 

 Cyxyx  22 372  

となる。 

ただし、Cは積分定数とする。 
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10. 以下に示す微分方程式の積分因子を求め、完全微分型にして解け。 
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となり、式(1)に積分因子(3)を掛けると 
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となり、式(4)は完全微分方程式である。 

 

ゆえに、式(4)を書き直すと 
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両辺を積分すると 

   Cey x  21  

となる。 

ただし、Cは積分定数とする。 

 


